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研究成果の概要（英文）：The fluorescent intensity of marine humic-like substances was 
higher in mid-deep layer than surface layer, indicating that photo-bleaching is important 
factor controlling the vertical profile. Photo-bleaching also likely controls the molecular 
weight composition of humic-like substances. Microbial culture experiments revealed that 
humic-like substances were produced by bacterial metabolic processes.  
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年 1 月から 2007年 4 月（計 6 回）までの気
象庁が実施した定期観測における東経 137度
線上北緯 15～30 度の 4 測点で行った。海水










起波長 (Ex)／蛍光波長 (Em) = 310 / 410 nm 
における蛍光強度を海洋腐植物質の蛍光強
度とした。得られた蛍光強度は、10μg L-1
硫酸キニーネ溶液の Ex / Em = 350 / 450 nm 
の蛍光強度を 10 QSUとして相対値で示した。 
腐植性物質の分子量分布を測定するため








































は属、および、DNA Data Bank of Japan の
Accession Numberを示す。 
MB001 株（Sulfitobacter [AB378716]）、
MB002 株（Thalassospira [AB378717]）、 
MB004 株（Alteromonas [AB378718]）、 
MB017 株（Thalassospira [AB378723]）、
MB019 株（Pseudomonas [AB378724]）、 
MB-F 株（Thalassospira  [AB378715]）、
Yb-A 株（Marinomonas [AB496650]）、 
Yb-D 株（Marinomonas [AB496653]）、  
Yb-F 株（unclassified [AB496655]）、 
Yb-I 株（Vibrio [AB496657]）。 



































































図 1. 東経 137度北緯 25度における腐植性
物質の蛍光強度の時系列変化 












































図 2. 2006年 6月 東経 137度北緯 25度の
腐植性物質の分子量分布 







い増加を示し 2.5×107 cells ml-1 となった
（図 3）。これに伴い、DOC濃度は、1 日目の
1270μmol C l1から 486μmol C l-1へと大き
く減少した。その後、DOC濃度は減少を続け、
培養 10 日目に 33μmol C l-1となった以降、
ほぼ同様の値となった。Ex/Em=335/410 の蛍
光強度は、DOC の大きな減少が見られた１日
目から 2 日目にかけて、その値が 0.1QSU か


























培養 90 日目試料の腐植性物質の HPSEC に
より測定したところ、保持時間（RT）19.7分
（Peak A）、RT 22.5分（Peak B）と RT 25.0
分（Peak C）にピークが認められた。これら
3 本のピークはすべて 1000 Da 以下の分子量
と推定され、バクテリア群集由来腐植性物質
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